
広島都市学園大学 リハビリテーション学科 2025年度
科目コード R24133 科目名 解剖学

履修区分 必修 開講期 1年前期 授業回数 30回 単位数 2単位

担当者 牧田　亨介

授業の概要

医療・保健に従事するものにとって、最も基本となる人体の構造と機能について学修する。
理学療法士・作業療法士は直接ひとの身体に触れ、治療的手段を行使する職種であるので、人体の構造と機能について医療職のなかでも特に
専門的な知識が要求される。また健常な人体を学ぶ最初のものとして、人体の各系統について、その構成、各器官の肉眼解剖的構造と位置や
相互関係、またその組織構造について学修する。特に理学療法・作業療法に密接に関連する運動器については深く学修していく。　
※模型を利用するグループワークを含む

DPとの関連

①慈愛ある豊かな人間性と人間を広い領域から捉える教養を身につけている －

②理学療法・作業療法を実践するための専門的知識・技術を身につけている ◎

③生命の尊厳や人間尊重を基本とする高い倫理観を持ち、自律して行動できる思考力や判断力を身につけている －

④理学療法士・作業療法士として課題を解決しようとする情熱と創意を持っている －

⑤地域社会・国際社会の一員として、専門職種と協働できる専門知識、コミュニケーション能力を身につけている －

2025年度以降の学則適用者用のDPとの関連を記載しています。2024年度以前の学則適用者は項目順や表現が異なりますので注意してください。

※DP：ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）＝卒業までに身に付けるべき資質・能力

到達目標

・基本的な人体の構成（頭部/体幹/四肢　それらの中の各部位の名称・位置関係）を理解し、呼称できるようになる。
・全身の骨とそれが作る関節について、名称、関節を作る骨の組み合わせ、関節の形状、運動方向とその名称について正しく述べることがで
きるようになる。
・骨格筋の基本となる起始停止の概念を理解する。上肢の筋について、名称および位置的関係、付着部位ともたらす運動を挙げることができ
るようになる。 

履修上の注意事項
・本科目は、1年次後期科目「解剖学演習」（R23134）に続きます。
・本科目で扱う内容の一部は、1年次必修科目「生理学Ⅰ」（R24130）と共有します。
・骨学実習の実施時期・内容は変更になる場合があります

授業計画

回数 講義内容【担当教員】 事前・事後学修

1 解剖学とは、解剖学用語 身体の各部分の名称を再確認する、自身の体に触れたり動かしたりして人体がどのよ
うなつくりになっているか把握する（60分）

2 解剖学とは、解剖学用語 身体の各部分の名称を再確認する（30分）解剖学基本姿勢をとってみて、各方向を示
す語句がどの向きを指すか確認する（30分）

3 骨格総論 骨および軟骨の組織のつくりを復習する、教科書の各骨の図を参照し、骨の部位の名
称のイメージをむ（60分）

4 骨格各論（１）頭蓋、脊柱、胸郭 教科書を参照し、体幹のどの部分にどの骨（群）があるかを理解する（20分）
椎骨について、基本的形状を理解する（40分）

5 骨格各論（１）頭蓋、脊柱、胸郭 椎骨の領域（頸/胸/腰椎、仙骨）ごとの特徴および椎骨が集まった脊柱の構造を確認
する（30分）肋骨の形を把握し、胸骨の構造を理解する（30分）

6 骨格各論（２）上肢の骨 鎖骨・肩甲骨・上腕骨の各骨の配置、つながりと各骨の部位の名称を再確認する（60
分）

7 骨格各論（２）上肢の骨 上腕骨・橈骨・尺骨の各骨の配置、つながりと各骨の部位の名称を再確認する（60分
）

8 骨格各論（2）上肢の骨 手部の骨の名称と配置を確認する（60分）

9 骨格各論（３）下肢の骨 骨盤の立体的構造を理解し、腸骨/坐骨/恥骨の位置関係、各部位の名称を確認する（6
0分）

10 骨格各論（３）下肢の骨 大腿骨・脛骨・腓骨の各骨の配置、つながりと各骨の部位の名称を再確認する（60分
）

11 骨格各論（３）下肢の骨 脛骨・腓骨・足部の骨の名称と配置、つながりを確認する（60分）

12 骨格各論（４）頭蓋 頭蓋全体の形状、眼窩・鼻腔などの構造を理解する（30分）頭蓋を構成する個々の骨
を調べ、予習する（30分）

13 骨格各論（４）頭蓋 頭蓋窩について形状を立体的に理解する、頭蓋を構成する個々の骨を確認する（60分
）

14 骨学実習：骨模型を使用したグループ学習 各骨の部位について、模型の形状を想起しながら理解が足りなかった個所を復習する
（60分）

15 関節靱帯総論（1）
関節の構造と機能可動関節の基本的構造を理解する（20分）　形態による関節の分類
について、図や身近なものを参考に運動の方向を考察する（40分）

16 関節靱帯総論（1）関節の構造と機能 形態による関節の分類について、図や身近なものを参考に運動の方向を考察する（60
分）

17 関節靱帯総論（2）人体の関節と運動の名称 自分の体の関節を各方向に動かし、それぞれの運動名称を復習する（60分）



授業計画

回数 講義内容【担当教員】 事前・事後学修

18 関節靱帯各論（1）上肢の関節 肩鎖関節、肩関節および周囲の構造について復習する（60分）

19 関節靱帯各論（1）上肢の関節 肩関節、肘関節の構造について復習する（60分）　　　

20 関節靱帯各論（1）上肢の関節 手部関節、手根骨と指節骨による関節について構造と運動方向を復習する（60分）

21 関節靱帯各論（2）下肢の関節 下肢の骨の各部位について復習する（30分）
骨盤の構造および股関節について学習内容を確認する（30分）

22 関節靱帯各論（2）下肢の関節 膝関節について構造および付属装置（靱帯・関節半月）を確認する（60分）

23 関節靱帯各論（2）下肢の関節 下肢の関節全般について構造と運動方向、名称を確認する（60分）

24 関節靱帯各論（3）頭蓋、脊柱の関節
一般的な椎骨の連結（椎間円板、靱帯）を理解する（30分）　環軸関節をはじめとし
た特殊な椎骨の連結について立体的な形を確認しながら復習する（30分）

25 関節靱帯各論（3）頭蓋、脊柱の関節 体幹の運動方向、名称を復習する（20分）
肋骨の運動による胸郭の変形について、参考図書などを利用して理解する（40分）

26 筋系総論 骨格筋の起始/停止について、その定義を理解し各筋に適用できるようにする（60分）

27 筋系各論（1）上肢帯の筋中枢 肩甲骨に付着する各筋について、起始/停止と走行を確認し、筋の作用と結び付けて理
解する（60分）

28 筋系各論（2）上肢の筋中枢 上腕に筋腹を持つ各筋について、起始/停止と走行を確認し、筋の作用と結び付けて理
解する（60分）

29 筋系各論（２）上肢の筋 前腕に筋腹を持つ各筋について、起始/停止と走行を確認し、筋の作用と結び付けて理
解するとともに前腕における位置を確認する（60分）

30 筋系各論（２）上肢の筋 手部の筋、および上肢の筋全般について復習する（60分）

成績評価方法
期の途中で実施する中間テスト（複数回行う場合もあり）：40％、　期末試験：60％　　
課題などを課す場合、最大10％の割合で別途組み入れる

教科書

書名・著者（出版社） ISBNコード
標準理学療法学・作業療法学　専門基礎分野　解剖学　第６版（医学書院） 978-4-2600-5677-9
  
  

参考書
解剖学講義　改訂3版　伊藤隆・原著　高野廣子・改訂（南山堂） 978-4-525-10053-7
シンプル理学療法作業療法シリーズ　運動器系解剖学テキスト　細田多穂・監修（南江堂） 978-4-524-26203-8
ソッカの美術解剖学ノート　ソク・ジョンヒョン・著　チャン・ジニ・訳（オーム社） 978-4-274-50715-1

教員からの
メッセージ

自分自身を含めたヒトの身体に興味を持ってください。日常の中でも、身体がどのようにできていて、どのように動いて（動けなくて）、ど
うバランスが保たれているのかを意識することを望みます。

教員との
連絡方法

C-learning経由、または研究室に直接訪ねてきてください

実務経験の
ある教員
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